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 有機分子間の pn ヘテロ接合は有機半導体デバイスの光・電変換機能を担

う要所であり、高秩序に分子を整列させた pn ヘテロ接合を形成できれば、

高機能なデバイス開発のための中核技術となることが期待できる。本研究

では p型材料としてペンタセン単結晶(PnSC)に着目した。PnSC上で確認さ

れている n 型分子のエピタキシャル成長[1]は、高秩序な pn 接合を得るた

めの一つの方向性を示している。PnSCは高い正孔移動度を示すため、その

表面上に結晶性の良い n 型分子を成膜できれば、電子・正孔ともに良好な

輸送特性を示す、高機能なヘテロ界面が得られる可能性がある。本研究では、窒素原子を構造に

含む複素環式化合物で、ペンタセンと分子形状の類似する、5,6,11,12-tetraazatetracene(TANC, Fig.2 

inset)[2]を PnSC上に積層し、高秩序 pn 接合の構築を試みた。さらに、その界面構造を非接触原子

間力顕微鏡(nc-AFM)および二次元微小角入射 X線回折(2D-GIXD)により検証した。 

 Fig. 1 に TANCを積層した PnSC表面の nc-AFM像を示す。規則的な形状の TANCグレインが方

位を揃えて整列する構造が確認され、TANCが PnSC上でエピタキシャル成長していることが示唆

された[1]。実際、2D-GIXD において TANC に起因する回折スポットは、PnSC( )反射が生じる

試料面内方位角から 136˚および-54.5˚ずれた角度でのみ観測され(Fig. 2)、PnSC上で TANCがエピ

タキシャル成長していることが確認された。回折が観測

された方位角の差から、確認された二種類の非等価なド

メインはそれぞれ b 軸および-b 軸配向の TANC 結晶に

対応し、両ドメインに共通する接合第 1 層の分子配列は

いずれも c 軸方向を PnSC 表面の( )方位に整合させ

ていることが明らかとなった。 

 

[1] Y. Nakayama, et al., ACS Appl. Mater. Interf. 8, 13499 (2016). 

[2] M. Tadokoro, et al., Angew. Chem. Int. Ed. 45, 5144 (2006) 

Fig. 1: nc-AFM image 

(12.5 μm × 12.5 μm) of 

TANC on PnSC. 

Fig. 2: 2D-GIXD intensities of PnSC(100)/( ), 

and TANC (011)/( )diffraction spots plotted as 

a function of the sample azimuthal angle.   
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